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特積事業者の連携・協働促す

日本自動車ターミナル株式会社

岩本　孝

設計コンセプト

日本初の二層式バース専用施設

庇の鉄骨精度確保に腐心
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ＪＭＴ板橋新３・４・７号棟　完成
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（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　５月１４日　（水曜日）

■工　事　件　名：板橋トラックターミナル新３・４・７号棟建設工事
■工　事　場　所：東京都板橋区高島平６－１－１
■発　注　者：日本自動車ターミナル株式会社
■Ｃ　Ｍ　ｒ：株式会社山下ＰＭＣ
■設　計　者：株式会社大林組一級建築士事務所
■工事監理者：株式会社大林組工事監理一級建築士事務所
■施　工　者：株式会社大林組東京本店
■敷　地　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造
■建　物　規　模：４階建
■工　　　期：年２月７日～年４月日

　写真提供：大林組

　このたび、東京都板橋区高島平の板橋トラック
ターミナル内で建設工事を進めてきました「ＪＭＴ
板橋新３・４・７号棟」が４月日に竣工いたしま
した。同施設は、同じく板橋トラックターミナルに
て年３月に竣工した「ＪＭＴ板橋新１・２・５
・６号棟」との一体化運営が可能となる２層式バー
ス専用施設です。
　既存の平屋建てバース施設８棟を２層式バース専
用施設に集約・再編することで、ご利用いただく特
積事業者様にとって、より連携・協働がしやすい施
設となっております。
　また、ホーム上の柱を可能な限り減らすことで、
フォークリフトによる荷役作業などをしやすくした
ほか、トラックの接車部分へのシャッターの設置に
より、風雨対策やセキュリティー面での機能向上も
図っております。
　結びに、優れた設計力・技術力で高品質な施設設
計にご尽力いただきました大林組様をはじめ、工事
に関わられた関係者の皆さまに御礼申し上げます。

常務取締役
ロジスティクスマネジメント本部
エグゼクティブゼネラルマネージャー

　ＪＭＴ板橋トラックターミナル新棟は、日本自動
車ターミナル様が板橋トラックターミナル内に建設
した、総床面積５万㎡超の日本初の二層式バース専
用施設です。
　ますます増大していく物流量やトラックの大型化
への対応を見据え、大型トラックはもちろん、セミ
トレーラーのほか、延長型セミトレーラー、フルト
レーラーも利用可能な施設としました。ホーム両端
に各階二層の事務所を実装する等、これからのトラ
ックターミナルのプロトタイプを目指し設計を行い
ました。

　建物構造はＳ造とし、無柱のホーム、人工地盤上
のバースは片持ちｍ弱の無柱の庇（ひさし）を設
け、利便性の高い設計としています。人工地盤は短
辺約ｍ、長辺約ｍを超えます。
　屋根は一般的なつり屋根構造とせず、片持ち架構
の曲面屋根とし、漏水危険性を最大限低減させ、建
物高さを抑え景観に配慮し、曲面屋根は近隣の高速
道路からのランドマークとなる外観設計としていま
す。
　環境面ではＣＡＳＢＥＥ認証Ａランクを取得しま
した。広域災害拠点に位置付けられている当該施設
の特性に配慮し、ＢＣＰでは複数の傾斜路、非常用
発電設備、防災備蓄倉庫、屋根全面に太陽光パネル
を載せられる計画等、意欲的な内容を多数盛り込ん
だ施設となっています。
　株式会社大林組　設計本部　建築設計第六部

　副部長（当時）　清水　誠一郎

荷さばき場

大きな庇が特徴的な外観

航
空
写
真
︵
右
手
前
が
新
棟
︶

　
﹁
お
互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
し
仕

事
を
楽
し
も
う
﹂
と
い
う
ス
ロ


ガ
ン
を
掲
げ

現
場
運
営
に
当
た

り
ま
し
た


　
先
行
し
て
建
設
し
た
建
物
を
含

め

全
体
で
４
年
超
︵
２
０
２
１

年
２
月


年
４
月
末
︶
に
及
ぶ

プ
ロ
ジ

ク
ト
で
し
た

工
程
を

▽
事
前
イ
ン
フ
ラ
工
事
▽
１
期
建

物
解
体
▽
同
建
設
▽
２
期
建
物
解

体
▽
同
建
設

の
５
フ


ズ
に

分
け

既
存
イ
ン
フ
ラ
設
備
等
を

考
慮
し
な
が
ら
全
工
期
で
効
率
の

良
い
工
事
計
画
と
な
る
よ
う
十
分

に
検
討
を
重
ね
ま
し
た


　
稼
働
施
設
敷
地
内
で
の
施
工
の

た
め

余
剰
な
工
事
エ
リ
ア
は
ほ

ぼ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

ほ
か
に

も
施
工
上
の
制
約
が
あ
り
ま
し
た

が

ル

ル
を
定
め
て
運
用
す
る

こ
と
で

現
場
全
体
で
気
を
引
き

締
め
て
施
工
に
当
た
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た


　
建
物
の
特
徴
で
あ
る
大
き
な
庇

︵
ひ
さ
し
︶
や
局
面
屋
根
の
施
工

で
は
鉄
骨
精
度
の
確
保
に
腐
心
し

ま
し
た

荷
さ
ば
き
場
の
コ
ン
ク

リ

ト
打
設
も
留
意
し
た
点
で

す

養
生
に
１
週
間
を
費
や
す
な

ど
チ

ム
一
丸
と
な

て
品
質
管

理
に
努
め
ま
し
た


　
安
全
面
で
は﹁
全
工
期
無
事
故


無
災
害
は
着
工
時
よ
り
絶
対
に
達

成
す
る
﹂
と
い
う
強
い
思
い
で
現

場
施
工
に
着
手
し
ま
し
た

全
工

期
を
無
事
故
・
無
災
害
で
終
え
る

事
が
で
き
ま
し
た


　
夏
季
作
業
は
鉄
骨
建
方
工
事
が

中
心
の
た
め

熱
中
症
対
策
が
大

き
な
課
題
で
し
た

猛
暑
日
・
猛

暑
時
間
に
所
長
自
ら
対
話
型
パ
ト

ロ

ル
を
行
い

積
極
的
に
声
掛

け
す
る
こ
と
で
熱
中
症
ゼ
ロ
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た


　
無
事
に
引
き
渡
し
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は

日
本
自
動
車

タ

ミ
ナ
ル
様

Ｃ
Ｍ
業
務
を
担

当
し
た
山
下
Ｐ
Ｍ
Ｃ
様
の
長
期
間

に
わ
た
る
ご
指
導
の
た
ま
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す

心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す


　
株
式
会
社
大
林
組
東
京
本
店

　
Ｊ
Ｍ
Ｔ
板
橋
工
事
事
務
所

　
所
長
　
岩
田
啓
介

　
日
本
自
動
車
タ

ミ
ナ
ル

が
東
京
都
板
橋
区
で
建
設
し

て
い
た
﹁
Ｊ
Ｍ
Ｔ
板
橋
新
３

・
４
・
７
号
棟
﹂
が
完
成
し

た

タ

ミ
ナ
ル
の
基
本
機

能
と
な
る
バ

ス
施
設
を
優

先
的
に
更
新
す
る
た
め

２

層
式
バ

ス
専
用
施
設
と
す

る
こ
と
で
工
期
を
大
幅
に
短

縮

柱
な
ど
の
障
害
物
を
可

能
な
限
り
減
ら
し

荷
役
作

業
の
円
滑
化
に
つ
な
げ
る


先
行
し
て
整
備
し
た
新
１
・

２
・
５
・
６
号
棟
︵
延
べ
３

・
１
万
平
方

︶
と
併
せ
た

総
延
べ
床
面
積
は
５
万
平
方


超
に
上
り

一
大
拠
点
と

し
て

首
都
東
京
が
抱
え
る

物
流
課
題
の
解
決
へ
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
る

設
計
と
施

工
は
大
林
組
が
手
掛
け
た



